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「あいさつ元気」とどいているかな
げ ん き

私が学校内を歩いているとたくさんの子が「こんにちは」のあいさつをして
わたし がつこうない ある こ

くれます。にっこり笑顔であったり、ちょこんと頭をさげてくれたり、どきどき
え がお あたま

しながらのかわいらしい声であったり、いろいろです。とてもうれしくて、私も
こえ わたし

「こんにちは」と言います。あいさつには魔法があるのでしょうか。元気がもらえ
い ま ほう げん き

ます。休み時間の廊下や階段、お昼休みの図書室近くで、みなさんの「こんにち
やす じ かん ろう か かいだん ひるやす と しよしつちか

は」を楽しみにしています。
たの

あいさつはひとりではできませんよね。相手がいてできること。人であったり、
あい て ひと

時にはおうちで飼っている動物であったり、育てている植物であったりすること
とき か どうぶつ そだ しよくぶつ

もあるかもしれません。(私は育てているあさがおに「おはようさん！」と言って水
わたし そだ い みず

をあげます。)あいてがいるからことばを通して、あたたかい気持が伝わります。
とお き もち つた

それはステキなことだと思います。ふだんあたりまえにしていると何も気がつか
おも なに き

ないかもしれません。あなたは知らないうちにあいさつ元気をもらっていて、そ
し げん き

してあいさつ元気をプレゼントしているのかもかもしれません。
げん き

私の「こんにちは」はどんなふうに届いているでしょうか。
わたし とど

こんなことを感じることがありますよ。
か ん

どんなきもちをうけとっても、私には
わたし

大切なものです。
た い せ つ
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